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大学生における関係的自己の可変性に関する研究
― Connected-Self および Separated-Self の観点から―
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A Study on the Relational Self in College Students
― From the viewpoints of Connected-Self and Separated-Self―

Himeka Matsushita and Rui Shibukawa1

Abstract: The first purpose of this paper was to reexamine the scale measuring motives to 
change the self-concept according to social relations (the relational self).　The second 
purpose was to examine the feature of variability of the relational self by investigating the 
relation between Connected-Self Scale (C-Scale) and Separated-Self Scale (S-Scale).　Four 
hundred sixteen college students were asked to answer 4 questionnaires (the degree, the 
motives, and the sense of their perceived variability of the relational self, and C/S-Scale).   
The main results were as follows: (1) Factor analysis of the motives to variability suggested 
a 2-factor structure (intentional and unintentional/unconscious).　(2) The degree of 
variability and intentional and unintentional/unconscious were higher in women than in 
men.　(3) Intentional was related to high score of C-Scale and low score of S-Scale for women, 
and unintentional/unconscious was related to high score of S-Scale for women.　(4) Women 
with a high tendency for S-Scale felt more positive sense of variability than those with a 
low tendency.　These findings suggest that the two phases of self (Connected/Separated) 
may relate the individual and gender differences in variability of relational self.

　Key words: relational self, Connected-Self, Separated-Self, college students
　キーワード：関係的自己，Connected-Self，Separated-Self，大学生

１．問題と目的

（1）青年期と自己の可変性・多面性
　人は，関係や文脈に応じてさまざまに自己を変化さ
せ，それに応じて多様な自己を認知している（吉田・
高井，2008）。特に，生涯発達の中で最も多様な人間
関係を形成する時期（斎藤，1996）であるとされてい
る青年期は，心理・社会・発達的な必要性から他者と
の関わりが拡大するため，それまでとは違った他者関
係や役割に対応した自己を発達させる必要があるとさ
れている（高田，2004）。青年は，人間関係と同様，

多様に形成された自己理解や評価などに時に葛藤や混
乱を感じながら（Harter & Monsour, 1992），アイデ
ンティティの確立と呼ばれる自己の統合を進めていく
こととなる。
　このような可変的で多面的な自己については，これ
までパーソナル・コンストラクト理論（Kelly, 1955）や
作動自己概念（Markus & Wurf, 1987），関係スキー
マ（Baldwin, 1992）といった理論が提唱され，友人
や家族といったカテゴリカルな関係性の違い（榎本，
2002）や相手との関係で予測される結果（新田・堀毛，
2007）によって変化することが明らかにされるなど，
さまざまな視点から多くの知見が提出されている。
　また，自尊感情や抑うつなど，精神的健康との関連1 広島大学大学院教育学研究科博士課程前期
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を検討した研究も数多くなされている。しかし，これ
らの研究では，研究者や背景となる理論によって結果
が異なり，一貫した結果が得られていない。例えば，
Linville（1987）が提唱した自己複雑性モデルでは，
自己の分化度が高く，自己が一貫していないほどスト
レス耐性が高く，精神的健康度が高いとされている。
同様に，Snyder（1974）が提唱したセルフ・モニタ
リング理論においても，自己の可変性や多面性は，柔
軟で適応的な能力として肯定的に考察されている。そ
の一方，Donahue, Robins, Roberts & John（1993）が
提唱した自己概念の分化モデルでは，分化度が高いほ
ど自尊感情が低く，抑うつ傾向が高いといった否定的
な結果が一貫して得られており（吉田・高井，2008），
自己の可変性・多面性は否定的なものとして捉えられ
ている。
（2）自己の可変性・多面性を捉える新たな視点
　佐久間（2000）は，上記のような矛盾が，従来の研
究が単なる変化の程度のみに着目し，変化の主体であ
る個人の視点を考慮していなかったことに起因してい
ると指摘している。そして，佐久間（2001）は，「関
係に応じた自己の変化に対する自覚」すなわち「関係
的自己」に注目し，関係に応じて表出される自己のあ
り方に変化が生じる“理由”とそれに対する“意識”
について，女子大学生の自由記述をもとに検討してい
る。その結果，「変化理由」として，他者の気持ちや
性格を考慮して自分を変化させる《他者考慮》，相手
との親密度や役割の違いによって自分を変化させる

《関係の質》，違う自分を演じ，本当の自分を隠すため
に自分を変化させる《演技隠蔽》，相手に自分を理解
してほしいという願望から自分を変化させる《自己理
解願望》の４因子が抽出され，これらを測定する「変
化理由尺度」を作成している。また，そのような関係
に応じた自己の変化に対する《肯定的意識》と《否定
的意識》の２つの「変化意識」を測定する「変化意識
尺度」を作成している。しかし，この時点で作成され
た変化理由尺度は探索的な段階のものであり，自由記
述では「関係に応じて，自己が自然・無意識的に変化
する」という理由が多く見られたにもかかわらず，因
子分析の結果では排除されてしまうなど，信頼性・妥
当性ともに低いという問題点があった（佐久間・無藤，
2003）。
　そこで，佐久間・無藤（2003）は，新たに「自然・
無意識」という観点を含んだ「変化動機尺度」を作成
し，自尊感情との関連を検討している。そして，関係
に応じての自己の変化に対する動機として，相手との
関係を維持するために，相手に受け入れられるように
自分を変化させる《関係維持》，相手との関係の中で

なんとなく自然に自分を変化させる《自然・無意識》，
自分の嫌いなところや弱いところを隠し，違う自分を
演じる《演技隠蔽》，相手との親密さや心を許してい
る程度によって自分を変化させる《関係の質》の４因
子，自己の変化に対する意識として，《肯定的意識》
と《否定的意識》の２因子を抽出し，特定の動機と意
識に関連があることを明らかにしている。また，関係
に応じての自己の変化に対する《否定的意識》が自尊
感情に負の影響を与えることも明らかにし，性差の検
討では，関係維持，自然・無意識，関係の質は，男性
に比べて女性の方が得点が高いことを示している。
　自己の変化に対する動機や意識といった個人の自覚
に着目した佐久間の一連の研究（佐久間，2000，
2001，2002，2006；佐久間・無藤，2003）は，自己の
可変性・多面性研究に新たな視点を提供した。しかし，
変化動機尺度を構成する《関係維持》と《演技隠蔽》
の下位尺度間に r＝.60の強い相関が見られ，様々な変
数との関連を検討した結果からも，両者の質的な違い
が明瞭でなく，その因子構造には疑問が残る。また，
なぜ変化に対する動機や意識に個人差が生じるのかと
いった生起背景との関連に関しては検討されていない。
（3）�自己の二側面：Connected-Self�/�Separated-

Self
　こうした関係に応じて自己を変化させる意識的・無
意識的な動機（変化動機）や自己の変化に対する意識

（変化意識）に差異が現れる背景には，個人が自己や
他者をどのように捉え，関与しているかといったこと
が関連している可能性がある。つまり，共感的で親密
な関係を維持することが重視され，他者との関わりの
中で自己が捉えられている場合と，自己の独自性が重
視され，他者から切り離された存在として自己が捉え
られている場合では，自己を変化させる程度だけでな
く，そのための動機や意識も異なることが考えられる。
　山本（1989）は，Gilligan（1977, 1982）の提唱した，
自己を他者との関係の中で結合した存在として捉える
Connected-Self（以下，C-self と記述）と，分離した
存在として捉える Separated-Self（以下，S-self）とい
う自己の二側面から自己のあり方を測定する CS 尺度
を作成している。CS 尺度で捉えている C-self は，愛
着と共感性の発達に基礎を持ち，他者の欲求・願望の
充足を目指す行動として現れ，自己と他者とは互いの
関係の中に埋没し責任を負い合う存在として把握され
る自己，と定義されている。また，S-self は，分離-
個体化の発達に基礎を持ち，他者の反応によらない自
律的行動として現れ，自己と他者は同等に不可侵の権
利をもった存在として捉えられる自己，とされてい
る。そして，両者はともに人間の本質であり，相互に
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独立しているが，「究極的には統合に向かうもの」
（Gilligan, 1977, 1982）として捉えられている。
　山本（1989）は，作成した CS 尺度を用いて青年期
から成人期にかけての発達傾向と性差の検討を行って
いる。その結果，男女の性差は，Connected/Separated
という自己の二側面の発達様相の違いとして捉えら
れ，男性においては Connected で示される親密性の
課題が，女性においては Separated で示されるアイデ
ンティティ確立の課題が契機となって，成人期にはそ
れらの差異が解消される傾向にあることを明らかにし
ている。
（4）本研究の目的
　以上のことを踏まえ，本研究の目的は以下の２点と
する。第１の目的は，佐久間・無藤（2003）で作成さ
れた変化動機尺度の因子構造の再検討を行うことであ
る。変化動機尺度は，佐久間・無藤（2003）において
信頼性・妥当性の確認が行われているが，下位尺度間
に強い相関が見られていることから，今回の検討では
それらが統合した形で抽出される可能性も考えられる。
　第２の目的は，変化程度，変化動機，変化意識の特
徴をより明確にするために，自己のあり方を捉える
CS 尺度との関連を検討することである。他者との関
係の中で自己を捉える Connected な側面が優勢な場
合，より親密な他者関係を求めて，接する相手に応じ
てその都度自分を変化させることが予測されるため変
化程度は増加し，変化に対する動機もより強く認識さ
れ，肯定的な意識を抱きやすいことが考えられる。一
方，他者とは分離された存在として自己を捉える
Separated な側面が優勢な場合，自分の独自性を重視
するため，他者に合わせて自分を変化させる必要性を
感じにくいことが予測されるため変化程度は減少し，
変化に対して否定的な意識を抱きやすいと考えられる。

２．方　法

（1）調査対象者と手続き
　調査は2008年の６月から７月にかけて，A 県の大学
生416名（男性162名，女性254名）を対象に集団で実
施した。調査対象者の平均年齢は，19.64歳（SD＝1.22，
range＝18～25歳）であった。また，男女別の平均年
齢は，男性が19.74歳（SD＝1.27，range＝18～25歳），
女性が19.57歳（SD＝1.18, range＝18～24歳）であった。
（2）質問紙の構成
１．関係的自己尺度
　先行研究（佐久間・無藤，2003；佐久間，2006）で
作成・使用された尺度をもとに，以下の通り，教示お
よび尺度項目を一部改変したものを使用した。教示に

関しては，親や友人などの具体的な人物を例に挙げ，
それらの人間関係の中での自分を想起しながら回答を
するという教示方法から，教示の効果を上げることを
目的に，本研究では，尺度回答前に自分を取り巻く人
間関係を自由に想起してもらい，実際に記述しても
らった後，回答してもらうという教示方法へ変更した。
①変化程度　人間関係に応じて自分がどの程度変わる
のかについて尋ねた。評定は，「１．全く変わらない」
から「６．非常に変わる」までの６件法で行った。
②変化動機　佐久間・無藤（2003）をもとに，佐久間

（2006）で項目表現が変更された26項目（関係維持８
項目，自然・無意識５項目，演技隠蔽７項目，関係の
質６項目）を使用した。評定は，「１．そう思わない」
から「５．そう思う」までの５件法で行った。先行研
究（佐久間・無藤，2003；佐久間，2006）では「１．全
くそう思わない」から「５．とてもそう思う」までの
５件法であったが，予備調査の結果，表現の極端さか
ら結果の偏りが見られたため，上記の表現を採用した。
③変化違和感　先行研究（佐久間・無藤，2003；佐久間，
2006）では，肯定的・否定的の２因子からなる変化意
識尺度1）が用いられていた。しかし，項目内容が変化
動機尺度と重複している部分が多く，変化動機尺度の
回答結果に影響されることが懸念されたため，「相手
によって自分が変わることをどのように感じますか」
という１項目に変更した。評定は，「１．全く違和感
がない」から「６．非常に違和感がある」までの６件
法で行った。
２．CS尺度
　Gilligan（1977, 1982）が提唱した C-self と S-self と
いう自己の二側面を測定するために山本（1989）が作
成した CS 尺度，31項目（C 尺度19項目，S 尺度12項目）
を使用した。評定は，「１．全く当てはまらない」か
ら「４．よく当てはまる」の４件法で行った。

３．結　果

（1）変化動機尺度の因子分析
　26項目のうち，天井効果が見られた３項目2）を除い
た23項目に関して因子分析（主因子法，promax 回転）
を行い，固有値の減衰状況や説明率，解釈可能性から
２因子を抽出した。因子負荷量が .35に満たない３項
目（15, 21, 11）を削除した結果，第１因子15項目，第
２因子５項目，計20項目が採択された。項目内容およ
び回転後のパターンを表１に示す。
　第１因子は，先行研究（佐久間・無藤，2003；佐久間，
2006）において，《関係維持》，《演技隠蔽》として抽
出された項目で構成されている。いずれも，相手の気
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持ちや関係の維持を考慮するために，あるいは，自分
の嫌いなところを隠したり，よく見せるために，意識
的・意図的に自分を変化させる項目であると考えられ
るため，「意図的変化」因子と命名した。
　第２因子は，５項目すべてが佐久間・無藤（2003）
の《自然・無意識》に相当するものであった。そこで
本研究においても佐久間・無藤（2003）に倣い，第２
因子を「自然・無意識」因子と命名した。
　また，信頼性係数（Cronbach のα）は，意図的変
化がα＝.89，自然・無意識がα＝.88と，いずれも高

い内的整合性が確認された。そこで，対応する項目得
点の加算平均値を算出し，各下位尺度の得点とした。
（2）CS尺度の因子分析
　31項目のうち，天井効果が見られた１項目3）を除外
した30項目に関して因子分析（主因子法，varimax 回
転）を行い，固有値の減衰状況や解釈可能性から２因
子を抽出した。
　第１因子は，山本（1989）の C 尺度にほぼ相当す
る16項目で構成されており，他者との関係の中で自己
を捉える C-self の側面を反映していると考えられたた
め，山本（1989）に倣い「C 尺度」と命名した。
　第２因子は，山本（1989）の C 尺度のうち「社会
的能動性」と解釈された４項目と S 尺度10項目，計
14項目で構成されている。「社会的能動性」（山本，
1989）は，もともと Separated-Self の側面を想定して
作成された項目であり，本研究においては，山本（1989）
が当初想定していたように自己主張的な側面を表すも
のとして抽出されたと考えられる。そこで本研究では，
山本（1989）に倣い，第２因子を「S 尺度」と命名した。
　また，信頼性係数は，C 尺度がα＝.84，S 尺度が
α＝.79と，いずれも高い内的整合性が確認された。
そこで，対応する項目得点の加算平均値を算出し，そ
れぞれ C 得点・S 得点とした。
（3）C・S得点と関係的自己の下位尺度得点の性差
　性差に関し，C 得点，S 得点，変化程度得点，変化
動機の２つの下位尺度得点および変化違和感得点のそ
れぞれについて，男女の平均値に有意差があるか検討
するため t 検定を行った（表２）。その結果，S 得点
のみ，男性の方が女性に比べて有意に高く（t（414）＝
2.83, p<.01），C 得点（t（414）＝3.30, p<.01），変化程度 

（t（414）＝2.06, p<.05），意図的変化（t（307.82）＝2.60, 
p<.05），自然・無意識（t（414）＝4.13, p<.001）では，
男性よりも女性の方が有意に得点が高かった。
（4）C・S得点と関係的自己の下位尺度得点との関連
　C・S 尺度，変化程度，変化動機尺度の２下位尺度，
変化違和感の各得点の相関を見たところ（表３），C
尺度は，意図的変化との間で r＝.18（p<.01）と変化違
和感との間で r＝.11（p<.05）の弱い正の相関が見られ
た。一方，S 尺度は，変化程度との間で r＝-.22（p<.01），
意図的変化との間で r＝-.26（p<.01），自然・無意識と
の間で r＝-.12（p<.05），変化違和感との間に r＝-.17 

（p<.01）と弱い負の相関が見られた。
　次に，性差を考慮して以下の分析を男女別に行った。
まず，C 得点の平均値（男性：2.78，女性：2.91），お
よび S 得点の平均値（男性：2.49，女性：2.37）を基
準に高群・低群に分類した。そして，C および S 得点
の高低を独立変数とし，変化程度，変化動機の２下位

表１　変化動機尺度の因子分析
　　　（主因子法，promax 回転）

（　）内は佐久間・無藤（2003）の下位尺度名：維＝関係維持，
演＝演技隠蔽，自＝自然・無意識，質＝関係の質

表２　男女別の平均値と t検定の結果

*p <.05，**p <.01
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尺度，変化違和感を従属変数とする分散分析を行っ
た。各群におけるそれぞれの尺度得点の平均値と分散
分析の結果を表４に示す。
　その結果，変化程度に関しては，男女ともに有意な
交互作用が見られた（男性：F（1,158）＝4.19, p<.05，
女性：F（1,250）＝4.57, p<.05）。そこで単純主効果の検
定を行ったところ，男性においては，C 得点高群 に
おいて S 得点の単純主効果が有意であり（F（1,158）＝
8.27, p<.01），S 得点低群の方が高群よりも変化の程度
が高かった。女性においては，S 得点高群における
C 得点の単純主効果が有意であり（F（1,250）＝6.98, 
p<.05），C 得点低群の方が高群よりも変化の程度が高
かった。
　変化動機尺度の下位尺度である意図的変化に関して
は，女性のみ C 得点（F（1,250）＝6.08, p<.05）および
S 得点の主効果（F（1,250）＝11.66, p<.01）が見られた。

しかし，C 得点低群に比べて高群の方が意図的変化得
点が高いのに対して，S 得点高群よりも低群の方が意
図的変化得点が有意に高かった。また，自然・無意識
では，女性のみ S 得点の有意な主効果（F（1,250）＝3.79, 
p<.05）が見られ，S 得点低群の方が高群に比べて自
然・無意識得点が高いという結果が得られた。
　変化違和感に関しては，女性においてのみ S 尺度
の有意な主効果が見られ（F（1,250）＝4.65, p<.05），低
群の方が高群に比べて変化違和感得点が高かった。

４．考　察

　本研究の目的は，第１に，佐久間・無藤（2003）で
作成された変化動機尺度の因子構造を再検討し，関係
的自己に関する変化動機の構造を明確にすることで
あった。第２に，関係的自己における変化程度，変化
動機，変化違和感について，C-self および S-self との
関連を検討することにより，その特徴を明らかにする
ことを目的とした。以下，これら２点について考察する。
（1）関係的自己の「変化動機」の構造
　関係的自己の「変化動機」については，因子分析の
結果，「意図的変化」と「自然・無意識」の２因子が
見出された（表１）。つまり，関係的自己の変化動機
の概念は，相手によって自己を“意図的”に変化させ
る「意図的変化」と，“無意識”に変化してしまう「自
然・無意識」の２因子構造であると考えられる。この
うち，意図的変化は，佐久間・無藤（2003）で強い相
関がみられた《関係維持》と《演技隠蔽》が統合され
たものであり，本研究での仮説を支持する結果となった。
　しかし，佐久間・無藤（2003）における《関係の質》
の６項目については，本研究では，天井効果や因子負
荷の低さから全て除外される結果となった。このうち，
天井効果が見られた３項目は，いずれも「相手との親
密さ」という私的な文脈での関係の質によって自己を
変化させるというものであるが，そのような心的態度
は，現代の大学生にとって，非常に当り前で当然のこ
ととして受け入れられていることが推察される。また，
残りの３項目は因子分析で排除されたが，これには二
つの理由が考えられる。これら３項目は立場・付き合
い・好悪など，一見，社会的文脈での関係の質に関す
るものであると言えそうだが，一つの因子として抽出
されなかったということは，こうした関係の質には幅
があり，関係的自己の変化動機としてはまとまった概
念を構成するには至らなかったと考えられる。加えて，
今回抽出された２因子のいずれにも含まれなかったこ
とから，こうした社会的文脈での関係の質は，相手と
の間で自分を「意図的」に変化させることもあれば，「自

表３　CS尺度と関係的自己尺度との相関係数

*p <.05，**p <.01

表４　CS尺度と関係的自己尺度との分散分析結果

CL：C 得点低群，CH：C 得点高群，SL：S 得点低群，SH：S 得点高群
上段：平均値，下段：標準偏差
*p <.05，**p <.01
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然・無意識」に変化してしまうこともあること，ある
いは，「意図的」に変化させる人もいれば，「自然・無
意識」に変化してしまう人もいることなど，意図的／
無意識のどちらかと線的に結びつくものでなく，個人
や場合により異なる可能性が考えられる。
（2）性差の検討
　C・S 得点，関係的自己の下位尺度得点については，
変化違和感を除いた全てに性差が見られた（表２）。
①C-self およびS-self
　C-self，すなわち他者との関係の中で自己を捉える
傾向は，男性に比べて女性の方が高く，S-self，すな
わち自他の区別が明確で自律的なものとして自己を捉
えようとする傾向は，女性に比べて男性の方が高い。
これは，先行研究（山本，1989）を支持するものであ
り，本研究においても，共感的で親密な関係を維持す
ることを重視し，他者との関係の中で自己を捉える女
性と，個別性や自律性を重視し，他者とは分離した存
在として自己を捉える男性という従来から指摘される
あり方，性役割観を反映した結果であったと言える。
②関係的自己（変化程度・変化動機・変化違和感）
　関係的自己については，変化程度，意図的変化，自
然・無意識で男性よりも女性の方が高いという結果が
得られた。すなわち，男性に比べて女性の方が，関係
に応じて自分が変化する程度が高いと感じており，ま
た，その理由も強く意識していることが示唆された。
　このうち，「自然・無意識」に関しては，先行研究

（佐久間・無藤，2003；佐久間，2006）を支持する結
果が得られており，男性に比べて女性の方が，自然に，
無意識的に自己が変化していると感じやすいと言える。
　一方，「意図的変化」に関しては，先行研究（佐久間・
無藤，2003；佐久間，2006）における《関係維持》で
は女性の方が高いという本研究と同様の性差が見られ
ているが，《演技隠蔽》では性差がみられておらず，
本研究とは異なる。また，「変化程度」に関しても，
大学生を対象にした先行研究（佐久間，2001，2006；
佐久間・無藤，2003）では性差が認められていない。
　このように，先行研究に比べ，関係的自己のより幅
広い側面で性差が認められた要因として，調査対象者
の特性に加えて，教示方法の変更が影響している可能
性が考えられる。本研究では，教示の効果を上げるこ
とを目的に，回答前に自分を取り巻く人間関係を記述
してもらうという先行研究とは異なる教示方法を採用
している。それにより，回答者がより実感を伴ったも
のとして自己の変化を捉えることが可能となり，男女
の差異がより明確に現れたと考えられる。
　一方で，本研究では先行研究（佐久間，2001，2006；
佐久間・無藤，2003）同様，変化をどのように意識し

ているかに関しては性差が認められなかった。このこ
とから，変化に対して肯定的か否定的かといった明確
に区別された感覚であるか，あるいは漠然とした違和
感かに限らず，その感覚には幅があること，またその
幅は男女ともに共通して見られることが示唆される。
（3）関係的自己とC-self およびS-self との関連
①変化程度とC-self�/�S-self との関連
　分散分析の結果，C・S 得点の高低の組み合わせに
よって，男女で異なるパターンを示すことが明らかに
なった（表４）。
　男性では，既に見たように，全体としては S-self 傾
向が女性より高く，C-self 傾向は女性より低い。関係
的自己の変化を感じる程度（変化程度）に関しても，
女性より低いという結果が得られた。しかし，C-self
傾向が低い場合は，S-self 傾向の高低によって，関係
的自己の変化程度に違いはないが，C-self 傾向の高い
人の場合は，S-self 傾向の高低によって，関係的自己
の変化程度が異なってくるという交互作用が見られ
た。つまり，他者との関係の中で自己を捉える傾向

（C-self）の高い人においては，自他の区別が明確で自
律的な傾向（S-self）が高い人ほど，関係に応じて自
己が変化していると感じる程度が低く，逆に，自他未
分化（S-self 傾向が低い）な人ほど関係的自己の変化
を感じる程度が高いということが明らかになった。
　これに関し，男性では，大学生から成人期前期にか
けて C 得点の上昇が見られ，親密性の課題がより重
要になることが指摘されている（山本，1989）。この
点を踏まえると，親密性の課題への過渡期にあたり，
相対的に他者との関わりが重要になる大学生の男性に
おいて，親密性課題の前段階として位置付けられてい
るアイデンティティ確立の課題の達成度によって，関
係的自己における変化を感じる程度に違いが生じる可
能性を示唆すると考えられる。つまり，C-self 傾向の
高い人のうち，S-self傾向も高い人の場合，自己が他者，
すなわち自己とは異なるものと心的次元で区別された
自律的な存在として捉えられている傾向が高いからこ
そ，他者の他者性を受けとめることができ，安定して
他者に関わることが可能になるため，相手によって自
己が変化すると感じる度合いが低くなると考えられる。
　加えて，C-self が高く S-self が低い場合は，自他が
未分化で自律性が低く，関係に埋没したあり方である
ため，自分がどうしたいかよりも「相手がどうしたい
か」，「相手にどう思われるか」といった他者を基準に
するため，接する相手によってさまざまに影響を受け，
いわば他者に巻き込まれる形で，自己の変化を感じる
程度が増すと考えられる。
　一方，女性では，既に見たように，全体としては
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S-self 傾向が男性より低く，C-self 傾向と変化程度は
男性より高い。しかし，S-self 傾向の低い人の場合は，
C-self 傾向の高低によって関係的自己の変化程度に違
いはないが，S-self 傾向の高い人においては，C-self
傾向の高低によって変化程度が異なるという交互作用
が確認された。つまり，自他の区別が明確な人（S-self
傾向が高い）においては，他者との関係の中で自己を
捉える傾向（C-self）が高い人ほど，関係的自己の変
化を感じる程度が低く，逆に関係の中で自己を捉える
傾向の低い人の方が，関係的自己の変化を感じる程度
が高いことが明らかになった。
　これに関し，女性においては，男性とは異なり，ア
イデンティティ確立の課題が親密性課題と並行して進
行し，他者との関係性を維持する過程の中で自己を作
り上げていくことが指摘されている（伊藤，2000）。
また，山本（1989）では，女性においては，高校生か
ら大学生にかけて S 得点の上昇が見られ，アイデン
ティティ確立の課題が相対的に重要になることが指摘
されている。このことから，自己の独自性・自律性が
意識に強くのぼり始める時期である大学生の女性で
は，男性とは異なり，自己の独自性・自律性の意識が
強い場合に，自己を他者との関係の相でも捉えている
かどうかによって，関係的自己の変化幅を感じる程度
といった内的な体験やあり方が大きく二通りに異なる
といえる。
　つまり，自己を独自性の相（S-self）と他者との関
係の相（C-self）の両方から捉える傾向が高ければ，
自己とは異なるものと心的次元で区別される自律性を
見いだしているからこそ，関係に埋没した自己のあり
方ではななくなり，かつ，関係に応じて自己が変化す
ることについても，それが他者を軸とするものではな
く，自己を軸とした変化として感じられるために，相
手によって自己が変化すると感じる度合いが低くなる
と考えられ，この点については，男性の場合と同様と
考えられる。しかし，自己の独自性を強く認識（S-self
傾向が高い）していたとしても，関係の中で他者と繋
がった存在として自己を捉える（C-self）傾向が低け
れば，それは他者との関係の中で自己を確立していく

（伊藤，2000）とされる女性において，未だ安定した
自己とは言い難いため，自己の変化を感じる程度が増
すと考えられる。
　加えて，自己を独自性・自律性の相で捉える傾向

（S-self）が高くても，関係性の相で自己を捉える傾向
（C-self）が低い場合には，高い場合と比べて自己の変
化を大きく見積もるということは，実は他者に影響を
受けて自己が変化してしまう感覚を「自分のもの」と
いう感覚では捉えられないために，自己を支えるあり

方として C-self より S-self が自ずと選択されているも
のと考えられる。その一方で，そのようなあり方で自
己を保つ中で，関係的自己の変化を感じていることは，
関係の相における自己（C-self）を捉えていく萌芽と
なりうる心的動きとも考えられ興味深い。
②意図的変化とC-self�/�S-self との関連
　分散分析の結果，女性のみ意図的変化と C-self / 
S-self との関連が見られ，C-self 傾向が高い人ほど，
また，S-self 傾向が低い人ほど，意図的変化をより強
く意識するという傾向が明らかになった（表４）。こ
のことから，女性における，関係的自己の意図的変化
には，他者との関係を維持したい，あるいは，自分を
よく見せたいといった自己の内的基準を主体に変化す
るという主体的な側面と，自他が未分化なために他者
の欲求や願望を満たすために，他者の期待に添うよう
に他者基準に変化しているという主体性の低い側面が
あることが明らかになった。
③自然・無意識とC-self�/�S-self との関連
　分散分析の結果，女性においてのみ自然・無意識と
S-self との関連が見られ（表４），自他の区別が明確
な人ほど関係的自己が自然・無意識的に変化するとは
感じにくく，自他未分化な人の方が相手によって自己
が無意識のうちに変化していると感じやすいことが明
らかになった。これは，自然に，無意識的に自己を変
化させるということが，自身の意志や判断とは関係な
く，他者や環境の要求を察知し，無意識的にそれに応
じる形で変化していく傾向を示すものであるといえる。
④変化違和感とC-self�/�S-self との関連
　分散分析の結果（表４），女性においてのみ，変化
違和感と S-self との関連が認められ，自他の区別が明
確な人ほど関係的自己の変化に対して違和感を感じに
くく，曖昧な人の方が変化に対して違和感を感じやす
いことが明らかになった。上記の自然・無意識との関
連についても合わせて考察すると，状況に合わせて自
然に自己を変化させていくという行動は，変化の主体
である女性にとっては，必ずしも肯定的に捉えられて
いないことが明らかになった。
（4）結論および今後の課題
　本研究では，関係的自己における変化の程度や動機，
意識と CS 尺度との関連を検討することで，自己や他
者の捉え方，関与の仕方の違いによって関係的自己に
対する自覚の仕方に個人差や性差が生じること，また，
その差異は，自己形成における発達のプロセスと関連
している可能性が示唆された。
　本研究で使用した変化動機尺度の中には，「自然・
無意識」という個人の無意識的な動機に注目した項目
が存在している。しかし，本研究および佐久間の一連
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の研究（佐久間・無藤，2003；佐久間，2006）におい
ても，質問紙による調査ということもあり，その特徴
は検討されていない。今後は，無意識レベルにもアプ
ローチ可能な投影法などを用いて，自己の変化を意識
面と無意識面の両面から捉えるといった，より包括的
な検討が必要であると考えられる。

【注】

１）肯定的意識は，「必要」，「当然」，「自然」の３項目，
否定的意識は，「演じているようで嫌だ」，「自分が
分からなくなるようで怖い」，「上手くできない」，「疲
れる」の４項目から構成されている。

２）天井効果が見られた３項目は，「１．相手によっ
て心を許している程度が違うから」，「６．相手によっ
て親密さの程度が違うから」，「18．相手によって自
分の内面を見せられる度合いが違うから」である。

３）天井効果が見られた項目は，「１．人から非難さ
れると非常にこたえる」である。
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